
1991年 出上の木簡
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退
り

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
袴
狭

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
〓

一月
ぞ

一
九
八
九
年

（平
１
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
孜
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
口
圭
介

。
久
保
弘
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
を
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

袴
狭
遺
跡

（坪
井
遺
跡
）
は
但
馬
国

一
官
で
あ
る
出
石
神
社
の
北
側
の
谷
部
に

位
置
す
る
。
本
遺
跡
で
は
、　
一
九
八
九
年
度
以
降
、
出
石
町
教
育
委
員
会

。
兵

庫
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
数

次
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

多
量
の
祭
祀
遺
物
の
他
、
木
筒

・
鋼
印
等
が
出
土
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
小
野
川
放
水

路
建
設
に
伴
う
確
認
調
査
で
あ

る
。
調
査
地
点
は
、
袴
狭
川

。

入
佐
川
の
合
流
点
よ
り
袴
狭
川

右
岸
を
東
方

（上
流
）
へ
約
五
〇

ｍ
遡
っ
た
位
置
で
あ
る
。　
一
九
九

一
年
度
に
禁
制
木
簡
が
出
上
し
た
地
点
は
さ

ら
に
約
二
〇
〇
ｍ
上
流
で
あ
る
（本
誌
袴
狭
遺
跡
ω
参
照
）。
ま
た

一
九
九
〇
年
度

に
木
簡
が
出
土
し
た
鳴
遺
跡

Ｇ
木
簡
研
究
』
一
一ご
は
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
下
流
、　
一
九

八
七
年
度
に
木
簡
が
出
上
し
た
砂
入
遺
跡

（同
一
〇
）
は
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
北
方
の
対

岸
に
位
置
し
て
い
る
。
今
回
報
告
す
る

一
九
八
八
年
度
の
調
査
は
、
袴
狭
遺
跡

の
存
在
が
認
識
さ
れ
る
以
前
に
実
施
し
た
も
の
で
、
当
時
は
調
査
範
囲
の
一
部

に
存
在
す
る
古
墳
時
代
前
期
の
遺
物
散
布
地
、
坪
井
遺
跡
を
遺
跡
名
と
し
て
使

用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
の
袴
狭
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て

一
連
の
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
祭
祀
遺
跡
の
調
査
に
際
し
て
は
袴
狭
遺

跡
に
統

一
し
、
坪
井
遺
跡
の
名
称
は
使
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

調
査
は
現
袴
狭
川
右
岸
に
沿
う
標
高
五
ｍ
前
後
の
地
点
に
お
い
て
実
施
し
た
。

土
層
堆
積
の
状
況
か
ら
は
、
洪
水
砂
の
供
給
を
繰
り
返
し
た
氾
濫
原
が
、
古
墳

時
代
前
期
以
降
徐
々
に
安
定
し
、
湿
田
化
し
て
ゆ
く
様
子
が
読
み
と
れ
る
。
形

成
さ
れ
た
厚
い
水
田
土
壌
中
か
ら
は
、
木
筒

・
履

。
木
製
祭
祀
具

。
田
下
駄

・

梯
子

・
木
庖
丁

・
建
築
部
材
等
の
多
量
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。
木
製
品

は
、
使
用
中
に
廃
棄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
田
下
駄
や
杭
、
人
為
的
に
集
積
し
た

状
況
を
示
す

一
部
の
加
工
材
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
洪
水
に
よ
っ
て
流
さ
れ

て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
流
路
の
肩
部
に
漂
着
し
た
状
況
で
検
出
さ
れ
る
も

の
も
多
い
。
こ
の
木
製
品
を
合
む
水
田
土
壌
の
大
半
は
平
安
時
代
の
も
の
と
考

え
ら
れ
（
同
時
期
の
杭
列

。
畦
畔
を
伴
う
水
田
跡
の
他
、
木
製
祭
祀
具

。
加
工

オ
等
を
多
量
に
合
む
溝
を
検
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
溝

・
水
田
跡
の
一
部
は
洪

(出 石)



水
砂
に
よ
っ
て
埋
没
し
て
お
り
、
数
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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釈
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状
況
で
検
出
さ
れ
た
。
流
路
は
水
田
土
壌
層
の
下
半
部
分
に
存
在
す
る
。

ω
は
禁
制
木
簡
で
あ
る
。　
一
九
九

一
年
度
出
上
の
禁
制
木
筒
よ
り
約
二
〇
〇

ｍ
下
流
で
出
上
し
て
い
る
。
三
片
に
折
れ
て
出
上
し
た
。
中
央
下
半
に
は
径
約

三
硼
の
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

②
は
⑪
と
同

一
地
点
よ
り
出
土
し
て
い
る
が
、
厚
み

・
字
体
と
も
に
ω
と
は

異
な
る
こ
と
か
ら
、
別
個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
右
辺
の
み
遺
存
し
て
い
る
。

０
は
平
安
時
代
の
水
田
土
壌
層
上
半
中
よ
り
出
上
し
て
い
る
。

④
Ｏ
は
曲
物
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
側
板
外
面
に
墨
書
が
存
在
す
る
。
０
は
側

板
片
で
あ
る
が
、
④
は
底
板
が
遺
存
し
て
い
る
。
④
と
⑤
は
近
世
の
洪
水
砂
層

よ
り
伴
出
し
て
お
り
、
同

一
個
体
も
し
く
は
身

・
蓋
の
可
能
性
が
高
い
。
④
に

は
水
鳥
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
墨
痕
も
ニ
カ
所
存
在
し
て
い
る
。
⑤
は
四
行
以

外
に
も
数
力
所
の
昌
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
廣
野
誠
氏
及
び
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
の
諸
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（西
日
　
圭
介
）




